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オオタキマイマイ類の地理的変異
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　日本産のカタツムリ属Euhabrαは黒田（1963）によれば種と亜種などを含めて約60ほどにわ
けられている。そしてその大部分は右巻の貝殻をもち，左巻のものはわずか4種で亜種を含めて
も14型でこの属全体の25％にすぎない。しかも左巻のEuhadraは四国・九州と北海道地方には
見られなく，ただ本州中部以北とその属島に限定棲息している。
　巻貝類の旋廻の方向は発生の極めて初期に決定されるが，その遺伝関係の研究はきわめてすく
ない。Boycottなど（1930）はモノアラガイの1種Lymnaeαperegrαを材料として詳細に研
究している。それによれば左巻は右巻に対して劣性の遺伝形質で，その形質の分離は1代づっお
くれて表現されるもので，この特殊な遺伝型式を遅滞遺伝delayed　inheritanceといっている。
しかしこの大研究もその後の追試はほとんどなされていないのは誠に遺憾である。
　右巻蝸牛オナジマイマイBrαdybaenαsimilαrisから偶然に出現した左巻貝相五間にっいて
江村（1940）は交配実験を行ったが，F、以後の子孫はすべて右巻で左巻貝は逐に得られなかっ
た（なお本種では巻型の異る右巻貝と左巻貝とは恋愛行動を行うが交配は不可能であった）。
　巻貝の各種は毎代同じ巻型の子供を生産するから明かに遺伝的のものと考えるが，右巻と左巻
との交配実験は非常にすくない。
　また日本産左巻型E励αみσが本州中部以北に限定して自然分布し，その他の地方に棲息しな
いのはなぜか。現状ではその解明はなされていない。
　各種は棲息環境の激変その他で従来の分布地が縮小しっっあるように思うが，ここでは古い丈
献による産地もできるだけとり入れてある。
　本文では左巻EuhαdrαのうちでE．　gratαオオタキマイマイ群の分布・殻色の地理的変異な
どにっいて，現在まで調査したすべてを記述し，各位の御叱正を切望する。
　本文を草するにあたり，長年月にわたり万事にっけて御指導を頂いた日本貝類学会名誉会長黒
田徳米先生，ならびに研究材料や文献などにっき御教示下さった多くの方々に厚く御礼を申し上
げます。
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左巻型蝸牛Euhαdrαの殻形と生殖器官の形態
　日本産左巻型蝸牛を黒田（1663）鉢っぎの如く分類している。
E．　quαesitα（Deshayes，1850）ヒダリマキマイマイ
　　Syn．　Perr二yi　Jay，1857
E．－　　　montiZtm（Martens，1879）チャイロヒダリマキマイマイ
E．　　　heguraensis　Kuroda＆Tan，1936　ヘグラマイマイ
E．decorata（Pilsbry＆Hirase，1903）ムツヒダリマキマイマイ
　　Syn．　tobai　S．　Hirase，1929；（7uaesitulαPilsbry，1928
　　Var．　diminza．tαToba＆Kuroda，1936’
本州中部以東北，伊豆諸島
関東地区（山岳帯）
　舳　　倉　　島
　宮　城　以北
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（トバマイマイ，ナンブマイマイの諸型）
E．　gmta（Gude，1900）オォタキマイマイ　　　　　　　　　　　　　　　　奥羽西部海岸帯
　　Syn．　xonata　Gude，1900
　　Vars．　grαtoides　Kira，1959；emblrαi　Kuroda，1931；tobisimae　Kuroda，1931
　　　　　　　　　　　　　　　　ミチノクマイマイ，エムラマイマイ，
E．（　　　var．～）iwadensis　Toba＆Kuroda，1936　イワデマイマイ
E．　scaevola（Martens，1877）ミヤマヒダリマキマイマイ
　　Vars．　interioris　Pilsbry，1928；mikawa　Arnano，1939
トビシママイマイ諸型
　　岩手（山岳帯）
本州中部一近畿東部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒラヒダリマキ，ミカワマイマイ諸型
　この4種の殻学上の特微にっいては略記し，詳細にっいては各種の項にあげてある原記載文献
と図鑑類とを参照されたい。
　Ezahadrαqzaaesitaヒダリマキマイマイ
分布は秋田県・山形県・飛島・岩手県（黒田の標本）宮城県・福島県・新潟県・佐渡・粟島・富
山県・石川県・舳倉島・長野県・岐阜県・千葉県・茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・東京都・
神奈川県・山梨県・静岡県・伊豆諸島などの本州東北中部地方とその属島などで，三重県津市に
も記録（岩田1929）があり，日本海側の北限地帯は西村（1966）によれば本荘市だという。なお
Ogenohama，　Yeso（Moellendorff，1885）はその地点は不詳であるが，大滝（1909）は陸前
荻ノ浜で本種を報告しているのであるいは宮城県女川町の同地かも知れない。
　大形左巻貝で螺塔はやや高く（殻径45，殻高30mm，螺層は5壱一6位）膀孔は広くて浅見。蝶管
は太く，体層は急に広くなる。
　棲息は半地上性で，人工の山林や畑地にもすむ。
　殻色は藁色地が普通で，（図版1，1－3）赤褐色のもある。後者は山地に多いと言われてい
るが新潟県では平野部でも稀に産す。色帯は無帯（0000）から4帯（1234）まであって非常に変
化に富む。殻色・色帯に関係なく交配可能であるが，その遺伝関係にっいては実験飼育に長年月
を要し，かっ飼育途中での死亡貝が多いので，まだ結論は出せない。
　殻の成長線にそって黄色の火焔彩を現示すものがある。特に関東，東北地方山地ではトバマイ
マイに酷似している貝が見られるが，日光産（図版1．3）の肉体はquaesitαだった。また殻皮
の成長線と直角に微細網目状構造がみられる。
　1850，Helix　qzvaesita　Deshayes　in　F6r．，　Hist．　Nat．9．　et．　P．　Mo11．1：179，　PL　10
　　B，figs．10－12
　1856，Ilelix　perryi　Jay，　Perrys　Exped．　to　Japan，2：294，　figs．7　・－9
　1879，Helix　quαesita　var　montium　v．　Martens，　Novit．　Conch．5：178，　pl．151．
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　　figs．　1－3．
　1936，Euhαdra　quαesita　heguraensis　Knrode　et　Tan，　Venus，6：87，　P1．4，　figs．
　　5－－6
　Euhαdrαdecorata　ムツヒダリマキマイマイ
　分布は岩手県（仙人峠・広田村・岩崎村・大原村・日出島・三貫島・早池峰山など）・
青森県（八戸市大久喜・小泊崎下前・浅虫など）秋田県（男鹿半島椿・安全寺・鳥海山・岩館な
ど）・宮城県。
　殻の大きさは産地によって著しく変化するが，殻径45－－36，殻高29－24mm，螺層は5暑一一6青
位で，体層はqaaesitαより狭く背面から見ると殻旋廻の状態が1見して異る。螺塔部に著しい
斜行状奨脈があり，膀孔は広くて深く螺管は太い。殻色もquaesitaと同様に変化に富み，地
色は黄灰色から淡褐色におよび，色帯も各種のものが出現する（図版1，4－6）。成長線にそ
って黄色の火焔彩を示すものが多数あり，前記qz・taesitaの日光産のものに似たものもある。大
滝五百太が明治38年山形県南村山郡西郷村で採集した大形の左巻蝸牛にも火焔彩があり，彼はヒ
ダリマキマイマイの類Eulotα（Euhadra）quaesita　Desh．varietyと示していた（梅本1935）。
また平瀬（1934）は群馬県産貝類目録でトバマイマイを21産地，ムッヒダリマキマイマイを21
産地示しているが，これは彼の筆の走りすぎでないかと愚考する。qzaaesitaとdecoratαとの
区別には細心の注意を要す。
　殻表の綱目状構造はqzaαesitaよりやや不明確か，見にくいものもある。
　棲息は地上または半地上性である。
　1903，Eulotα（Eulzadra）quαesitαvar．　decorata，　Pilsbry　et　Hirase，　Nautilus　17：52．
　1928，Euhαdra　gratαforma　quaesitula　Pilsbry，　Proc．　Aca．　Nat．　Sci．　Phila．80：143，
　　P1．20，　fig．10．
　1929，Euhadra　tobαi　S．　Hirase，　Archiv，　f．　Moll．61：274．　Pls．15－16．
　1936，Ezahadra　decor・ata　dimimuta　Toba　et　Kuroda，　Venus．6：90．　PI．4．　fig．9，
　　Textf，1－3．
　1936，Eahαdra　iwαdensir　Toba　et　Kuroda，　Venus，6：91，　Pl．4．　fig．10，　Textf．4－－6．
　Ezahαdrαgrataオォタキマイマイ
　分布の詳細は後述するが奥羽山脈から西方の日本海側で青森・秋田・山形県と新潟県の北部な
どに産し殻は前記2種よりやや小型で殻径29殻高2伽噸累層6位，原種では成長線が顕示されてい
る。殻皮は明るい淡黄色で光沢に富む。膀孔は狭く螺管は細い。また殻皮の綱目状構造はほとん
ど見られないか，かすかである。殻口下唇はよく反転するが，背唇は拡張するがほとんど返転し
ない。棲息は樹上性または半地上性でしかも入工のあまり加わらない森林や草地に群棲する傾向
が強い。
　1900，Ezalot（Eahadra）97α如Gude，　Ann．　Mag．　Nat．　Hist．　Series　7，6：455（十var．
　　zonala，　P．456）；Proe．　Ma1．　Soc．　London，4：196，　P1．21，　fig．19－21
　1931，Euhadra　gralαemurαi　Kuroda，　Venus．3：50，　textf．2－5．
　1931，Euhadra　grata　tobisimae　Kuroda，　Venu．3：51　textf．6－9．
　1948，Euhαdrαgrata　gratoides　Kira，夢蛤．23：325
Euhadrαscaevoa　ミヤマヒダリマキマイマイ
分布は，京都府・滋賀県・三重県・岐阜県・福井県・愛知県・静岡県・山梨県・長野県・神奈
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川県西部・埼玉県秩父などが知られている。
　原種は関東地方西部や天城山に産し低平小型（殻径27－29．5，殻高14－15．7mm）の左巻貝で，
亜lig　imteriorisヒラヒダリマキマイマイは殻径27－40，殻高19－23mm，亜種mikawaミカワマ
イマイは殻の周縁に鋭い角があり，殻径34－40，殻高18－21mmほどで（図版1．7－8），原種・亜
種ともに低平のもので膀孔は太い。殻表の成長線は明瞭で，微細綱目状構造は不明瞭である。殻
の地色は茶褐色が普通で，色帯はないか，あってもあざやかでない。
　棲息は地上性で落葉の下などで採集し易い。
　1877，He／ix　scaevola　v．　Martens，　Sitzungsber．　Nat．　Freunde，　Berlin．104．
　1928，Euhαdra　scαevolαimterioris　Pilsbry，　Proc．　Aca．　Nat．　Sci．　Phila．80：144、
　　pl．20　f．11－11a．
　1939，Eulzodra　scαevola　mikαwa（Hirase，　MS）Amano，吉田貞雄博士祝賀記念誌，論
　　文集編：678－679Textf．28（a－e）．
　　生殖器官Enhαdra　quαesiitaの生殖器官はすでにPilsbry（1894）が図説し，
E．decorata　tobaiは平瀬（1929），　E．　gプ碗αemuraiとtobisimαeは江村（1934），　E．　scaevolα
imteriorisは黒田・波部（1949）などの図示があるので重複するおそれもあるが，ここに併示
しておく。
　種speciesの境界をどこにおくか，各種内の個体変異をどう取扱うかは研究者によって見解
の相違がある。蝸牛は雌雄同体だが自家受精はすくないようである（池田・江村1934）。したが
って蝸牛では2個体間での精子交換が種の生存・永続の第1条件である。そのためか蝸牛生殖器
官の中で，交接初期に活動する部分即ち生殖腔とこれは続く陰茎鞘・膣・矢嚢の位置関係矢嚢と
副嚢・粘液腺・恋矢の形態などの差異が各種間で顕著に見られる。
　ヒダリマキマイマイE．qZtαesitaの生殖器官（図．1）では矢嚢は球形の遊離端を示し，これよ
りやや小形の副嚢とその頂に総状に開く房嚢状の粘液腺は5－24本（平均9．1本），生殖腔は広く
て大きい。恋矢は牛角状（又は肋骨状）で長さ10mm前後（図2），横断面は凸レンズ形を呈し多数
の鱗片状小隆起がある（解剖材料の産地は新潟市・五泉市・能生町・石動山・酒田・湯温海・小
石川植物園・日光・水戸・須走・箱根・下田など22個体である。
　ムツヒダリマキマイマイE．decorata（図4）副嚢は矢嚢遊離部と同大またわS大で，亜種で
は更に小型のものもある。粘液腺は短く切ったラーメン状の外観を呈し，その数は10－26本（平
均13．5本）で絹糸状の美光沢を放ちquαesitαの如く房嚢状でない。副嚢と膣とは接近しており，
各別別に生殖腔に開口す。恋矢は長さ10mmほどで半管状で生時は内肉あり（解剖は陸中仙人峠・
早池峰山三貫島・日出島・広田村・大原村などのもの24個体）。
　殻の火焔彩の状態などが肉眼的にlobaiに近似したqzaaesilaが各地に見られる。その比較解
剖は精査していないが日光産（図版1－3）のものは恋矢の型と大きさ・粘液腺の形と光沢・副
嚢の形・副嚢と膣との巨離関係などは明かにqzaaesitαであった。
　オオタキマイマイE．gγα如（図5－7）矢嚢と副嚢とはほぼ同大で，膣に密接して生殖腔に
開く。粘液腺は多少房嚢状で副嚢に総状にっき，その長さは著しく不揃で12－37本（平均28．5本）
恋矢は半管状である。（解剖は下前・岩館・温海・勝木・飛島など12個体）。
　ミヤマヒダリマキマイマイE．scaevola（図3）粘液腺は房嚢状で8～17本（平均9．7本），副
嚢は顕著で膣と接近して大きい生殖腔に開く。恋矢は10×1・mmほどで基部の断面は宝珠状，中央
部では三稜形で，4稜となる部分もある。
　なほE．　iwαdensisの生殖腺はdeconatそのものだが，恋矢は見ていない。
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図図 ヒダリマキマイマイE．quaesitαの生殖器官（新潟市産）
同，恋矢　×5，左……正面，右……側面
aps陰茎外鞘，　at生殖腔，　bt授精腔，　ed蛋白腺，　ep陰茎本体，
es輸精卵管，　fl鞭状器，　np副矢嚢，　ov輸卵管，　pfs矢嚢，　ps陰茎鞘，
rm陰茎牽引筋，　rs受精嚢，　st同・導管，　sd粘膜腺，　va膣，　vd輸精管，
zd両性腺，　zg両性管
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図図図図図 ミカワマイマイE．scaevola　mibazvaの生殖岩官の1部（×1．0）と恋矢および断面（嵩山産）
トバマイマイE・deorαtca　tobaiの同上．（岩崎村産）
トビシママイマイE・g7α如tobisimaeの生殖器官．×1．2（飛島産，江村，1934）
エムラマイマイE・grαta　emuraiの生殖器官．×1．2　　（勝木産，同　　　）
同上　恋矢．×7．2　　　　　　　　　　　　　　　　（同　　　同　　　）
aps陰茎外鞘，　at生殖腔，　bt授精膣，　ed蛋白腺，　ep陰茎太体，　es輸精卵管，
f1鞭状器，　np副矢嚢，　ov輸卵管，　pf恋矢とその断面，　pfs矢嚢，　ps陰茎鞘，
rm陰茎牽引筋，　rs受精嚢，　st同・導管，　sd粘膜腺，　va膣，　vd輸精管，
zd両性腺，　zg両性管
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左巻型4種の交配実験
　夏期に各種の成貝を1個体づっ約3個月ほど隔離飼育した後，湿度の高い日の夜間に異種間交
配を試みたが数次の実験はすべて無効に終った。しかしこれら不成功の個体の同種を同居させる
と間もなく性行為に入ったので，生殖不能貝ではなかった。
オオタキマイマイ類の形態と分布
　Euhαdrα　grαtaの和名オオタキマイマイは山形県西田川郡西郷村大字千安京田の篤農家大滝
五百太（1875－1926）に献名されたものである。彼は明治の末頃はに稲作改良指導員として同県
東置賜郡高畠町に招聰されている。日本貝類学の大恩人平瀬与一郎先生と親交があり，山形県内
は勿論，東北地方や越後粟島などでも多くの新陸貝を発見している。
　この原種は山形県西田川郡上郷村と温海村とで最初に採集された。前述の如く成長線はよく顕
示されており，殻皮は明るい淡黄色で光沢があり，山形県西南部の海岸地方に産す（図版1，9－
10，1［［，19－20）。Gudeの原記載は大滝の採集品を平瀬先生から買った標本によつたのだと黒
田は私信にのべている。
　亜種　emZtrαiとtobisimαeとは江村の採集品に対して黒田（1931）が新型として記載した。
　　　　　　　　　　ガツギ前亜種は新潟県岩船郡勝木が模式産地で原種より大型低平で，更に光沢に富み帯黄色半透明の地
色に栗皮色の太い0204の色帯をもっものが多く，成長線はあまり顕著でない。原始林的の所を好
み，樹上性の美蝸牛である。
　後者は山形県飛島に産する離島型の小型のもので，周縁に純角を有す。色帯は太い0234が多く
第2帯の細い0204の貝もある。
　亜種　gratoidesは西村正らが秋田県岩館採集の新型貝を吉良（1948）がE．　grata　gratoides
と命名し，和名をシロハダマイマイと呼称したがその後に現在のミチノクマイマイと改称した。
殻は原種より綾小だが螺塔比は高い。殻皮は白く成長線は原種の如く明瞭で殻皮には綱目状構造
がわずかにある。
　樹上性，または半地上性，瀕海性で集団をっくって棲むことが多い。
　このミチノクマイマイを最初に採集された人は，東北帝国大学理学部生物科の創設者畑井新喜
司先生ではないかと推考する。それは黒田徳米名与会長の私信（昭和27年12月4日）によれば
m先年仙台へ旅行の節斎藤報恩会博物館の3階（疎開標本中）に畑井新喜司氏の集められた標本
として蜜柑箱に1杯にもなるかと思うg7α如系の貝がありました。陸奥西津軽郡竜飛岬，大戸
瀬村及び広戸村の産地のものはトバマイマイのquαesitzalαとgγαtaの中間型のもの，色の
白い貝でありましたsとあり，目下この標本の行方を探しているが江村は1953年に竜飛・北金ケ
沢・深浦で本亜種を採集しており，畑井先生の標本とほぼ同一産地なので年代の開きによる殻色
比推移の有無を比較検討させて頂きたいと念じている。
　畑井先生が御専門以外の研究資料をも後学の人々のために残してくださった偉大な御業績に深
謝します。
　なお著者がgrata類を探して無効だった地点は五所川原・蟹田・高野岬・今別・津軽中里・
夏泊半島・男鹿半島各地・羽後本庄・金浦・象潟・小砂川・吹浦附近などであった。
　ミチノクマイマイの分布は図8，表2の如く青森県竜飛・梨ノ木澗・三厩・小泊・下前・鰺ヶ
沢・北金ケ沢・深浦・沢辺・秋田県岩館・荷上場・柏子所・萱刈沢などの瀕海地帯である。特に
青森県北部では殻地が白くて，北海道のブレイキマイマイFruticicola（Ainohelix）blakeana
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に他人の空似であった。最初竜飛岬で雨中にミチノクマイマイを採集した際には北海道の貝が津
軽海峡を渡って来て左巻になったものかと思い，びっくりしてその場で解剖して生殖器官の状態
からgrataと確認した。環境の変化がこのような遠縁の蝸牛に酷似の外見を示したことに遺伝
と環境とが表現型に酷似の変化を示すことに驚いた。
　オオタキマイマイの原種は上郷・加茂港・五十川・温海・小岩川・鈴・暮坪・米子・手崎岩
川・住吉などの海岸地帯に産し，トビシママイマイは飛島に，エムラマイマイは勝木・粟島・間
島・黒川・広川原などに模式的のものがみられ秋田県東島海山・高松岳・栗駒山・山形県火打岳
・最上金山・月山・葉山・黒伏山・船形山・奥山寺・蔵王山・朝日岳・西郷・岩手県焼石岳など
奥地のものは殻形はおおむね小さく色帯に変化を示しているが飛島のものに似ている。
　即ちオオタキマイマイ類は新潟県北部から津軽半島にわたって産する瀕海性の左巻蝸牛で集団
生活をする傾向が強いが海岸から内陸に入り山岳地帯に生棲するものは小形となる。しかも奥羽
の脊梁山脈以西にだけ発見されている。また日本海岸地方で能代から酒田市附近までの約160km
におよび飛石的分布を示す理由は全くわからない。
　殻の測定は比較的多産地のものにっき無選択に行った。その結果は表1に示す。即ち殻長径・
表1　　オオタキマイマイ類の殼型の変異
l［　－－　L　
i＼　＼殼型
　＼　　一
産地＼測定数＼
1⊥
殼　　長　　径　mm
最大障小平均
28．9
25．8
28．4
25．0
24．0
27．5
26．9
31．8
37．3
32．3
25．0
22．0
24．5
21．0
20．0
22．7
23．0
27．0
30．0
28．2
26．5
24．0
26．3
22．7
22．1
24．7
24．7
29．2
32．5
30．4
［殻 高　mm
最大1最小平均
17．0
15．8
18．3
17．8
17．6
20．1
18．3
22．0
24．4
20．5
14．8
13．0
14．7
14．4
13．2
15．1
14．8
17．3
18．8
17．9
16ユ
14．7
16．0
16．4
15．8
18．0
16．3
19．6
21．3
19．0
殼長径7i／／殼　局最大障列平均
1．77
1．79
1．78
1．54
1．55
1．57
1．69
1．65
1．73
1．70
1．53
1．55
1．54
130
132
1．21
1．31
1．37
1．34
1．53
1．65
166
1。64
1．38
1．40
1．37
1．51
1。49
1．53
1．60
殻高および殻長径と殻高比とを見るに，殻長径の平均値は勝木（32．5mm）黒川・温海・竜飛・下
前・岩館・飛島・小泊・深浦・沢辺（22．lmm）の順で，殻高は勝・木・温海・黒川・岩館・深浦・
飛島・竜飛・下前・沢辺・小泊の順となり，殻長径と殻高との比は小泊・竜飛・下前・黒川・勝
木・飛島・温海・沢辺・深浦・岩館となる。この関係を図9に示す。即ち原種（温海）に比して
勝木の貝はやや大きく黒川のものとともに同一型とみられ，飛島のは小型であるが殻長径と殻高
との比はほぼ同一線上にある。換言すれば，この4集団での殻型の変化は棲息環境の相違で勝木
が最も恵まれた美林にすみ黒川・温海がこれにっぎ飛島は酒田港から38km，平均海抜50　m，面積
2．3km2の小島でいわゆる離島型となる。
　然るに津軽半島西海岸の竜飛・下前・小泊は小型低平の殻をもち，国鉄五能線沿の沢辺〔殻長
径平均22．1，殻高15．8mm比1．40）深浦・岩館では小型で殻高が高く，特に岩館のものが此の傾向
が著しい。
　概観すると北方や離島のは小型で津軽半島産は低平，五能線沿の貝は原種よりも腰が高い。そ
して南方の海岸地方の貝ほど大型である。その要因は蝸牛の活動適温期の長短・植生関係ならび
に各集団の遺伝的要因などの総和であろう。
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図9　　オオタキマイマイ類の殼型の変異
オオタキマイマイ類の殻色とその地理的変異
　　Pilsbry　（1928）は日本産Euhαdraカタツムリ属の色帯を数字で表示した。図10右下隅
　の1234は彼の原因を左巻種に改写した模式図で他はオオタキマイマイ類に出現した殻色帯を模
　式的に示してある。
　0000は無帯貝で（0）は遺伝関係を推定考慮した略称である。
　0000（A）は周縁に区劃のはっきりしない淡褐色の広帯をもっものでこの帯は上部縫合線と下
部は膀孔には及ぼない（Gudeのgonata）。
　0000は淡褐色帯が殻の下面から膀孔に及ぶもの（B）とする。
　0200（C）は濃褐色栗皮色の第2帯だけをもっもの。ただしこの第2帯は太いもの，細いもの稀
に断続するものなどがあり，また地方差や個体差が大きいので遺伝的関係があるならば多因子的
のものと推定する。
　0200（AC）は（A）と（C）との複合色帯型。
　0200（BC）は（B）と（C）の複合色帯型。
　0204（D）は右巻蝸牛のヒラマイマイeoa型。
　0204（AD）は（A）と（D）の複合色帯型。r　1234および0234はともに（E）とした。前者は第1帯と第2帯とが合一したと思われるほど太
い色帯があり，これは小数個体がエムラマイマイにだけ見られた。飛島および山形県秋田県では
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図10 オオタキマイマイ類の殼色模式図
0234（E）がみられた。黒田所蔵標本に羽前大鳥産の1034が1個体ある。第1帯の巾が広く，第2
　　　　　　　　　　　　　　A帯部の上近くまで及んでいる1234の表現変異かと思う。
　A　　　　　　　　　　　　A　1230（F）は1234（E）の第4帯の現われないもので，個体数が非常にすくないので（E）と
（F）との関係は全くわからない。また（BC）と（BD）には淡褐色帯（B）が第2帯によっ
て上下に別れたようなものも稀にあった。更に第4帯（膀孔帯）があり123帯のないもの（0
004）および第3帯があって第12帯を欠くもの（0034又は0030）はオオタキマイマイ類には認
められなかった。
　オオタキマイマイ類の殻色は上記の11型があるが（A）または（B）を除けは各色帯が顕示さ
れており，不明瞭のものはすくない。また4帯を全部を区別表現した個体（1234）やトラマイマ
イ模様imimbosa　patternは認められなかった。
　上記11型の殻色基本型を0・A・B・C・D・E・Fの7型としその複合型をAC・BC・
40
表2
　　　　　　　　　江　　村　　重　　雄
オオタキマイマイ類の分布と殼色の変異
No． 産　地
竜　　飛
梨ノ木澗
三　　厩
小　　泊
下　　前
鰺ケ沢
北金ケ沢
深　　浦
沢　　辺
岩　　館
荷上場
柏子所
萱刈沢
飛　　島
東鳥海山
高松岳
焼石岳
粟駒山
火打岳
最上金山
月　　山
葉　　山
黒伏山
船形山
奥山寺
蔵王山
朝日岳など
醐（南村山郡）
上郷㈱）
採集者
江村重雄
∵｝
江村重雄
三好功一
三好・江村
三好功一
三好功一
鈴木庄一郎
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
大滝五百太
大滝五百太
江村重雄
　　〃
　　〃
　　〃
鈴木庄一郎
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
江村重雄
樋熊清治
池上義信
江村重雄
斎藤正治
大滝五百太
0000
（0）
塑o
（A）
0099
（B）
0200
（C）
塑o
（AC）
02璽
（BC）
0204
（D）
塑4
（AD）
0294
（BD）
0234
　1234
（E）
　1230
（F）
計
14　　－　　一　　一
22　　－　　一　　一
12　　－　　一　　一
44　　－　　一　　一
101　　－　　一　　一
　1　　－　　一　　一
41　　－　　3　　－
96　　　　　－　　　　11　　　155
60　　－　　－　184
568　　　　－　　　369　　　　一
個体数と色帯など未詳
　1
　1
　7
13
104
59
44
一　　11　　－　　一　　一　　一
一　　25　　－　　一　　一　　一
一　　122　　　－　　　＿　　　＿　　　＿
－　　5　　－　　1　　－　　一
一　　1　　－　　3　　－　　－
10　　　13　　　　－　　　　2　　　　－　　　　一
一　　　239　　　　－　　　198　　　　－　　　　一
一　13　－　5109　－
－　　　1　　－　　一　　一　　一
一　　6　　－　　－　　6　　－
一　　一　　　一　　一　　　1　　一
黒畔繍校所蔵標本｝
　一　　一　　　一　　一　　一　　　1
　一　　13　　－　　1
　1　　－　　一　　一
黒田徳米標本（1034帯）
2
9」
393
　3
　ヲ
135
25
Q2
P2
U9
Q3
一　　16　　－　　　16
（鈴木は0234と示す）
一　　1　　一
OJ一－
－n∠
　2
　2
　7
13
105
59
47
544
　3
　1
18
　1
　1
総 計 h18914383340210843135209143　3　3271
江村の標本で竜飛から岩館までは1953一54年，飛島は1932年，加茂港から小岩川までは1952－t54年，勝木
は1932一35，黒川は1952年の採集品によった。各集団の遺伝因子の年次推移の研究資料として利用して計上
する。
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AD・BDとして推考した。
　表2は著者の確認した各地の殻色変異と鈴木（1970）の研究とを詳記したものである。これを
通覧するに0000（0）無帯が最も多く総調査数3271個体の36．3％で22地点に分布しっいで0204（C）
が25．8％で15地点にわたっているが，その他の諸型は比較的すくない。独立集団で50個体以上を
観察した小泊・下前・深浦・沢辺・岩館・飛島・勝木の殻色を摘記すれば表3となる。
　日本産蝸牛類の殻色に関する遺伝因子分析はオナジマイマイBrαdybαenαsimilaris以外はほ
とんどないようである。ここに非常に大胆なやり方であるが，オオタキマイマイ類の殻色にっい
て著者の愚見を述べ，各位の厳正な御指導ならびに御叱正を切望する。
表3 オオタキマイマイ類の自然集団での殼色分布
＼＼鯛・…
産認（　％）　（0）
塑o
（A）
0099
（B）
0200
（C）
0200　　0200
（AC）　（BC）
0204
（D）
塑4
（AD）
0294
（BD）
0234
倉34
（E）
量
小　　泊
下　　前
深　　浦
沢　　辺
岩　　館
飛　　島
勝　　木
　44
（63．7681）
　101
（45．2915）
　96
（33．4495）
　60
（24．5902）
　568
（413391）
　13
（2．3897）
　11　　　155
（3．8328）（54．0070）
　369
（26．8559）
　184
（75．4098）
　1　　　2
（0．1839）（0．3676）
10
（3．4843）
　25
（36．2391）
　122
（54．7085）
　13
（4．5261）
　239
（17．3945）
　13
（10．2362）
393 135
（72．2426）（24．8162）
　2
（0．6969）
　198
（14．4105）
69
223
2871
244i
13741
　5　　　109　127
（3．9370）（85．8268）
544
　小泊は無帯0000（0）が63．8％，0204（D）が36．2％，下前は（0）が45．3％（D）が54．7％，沢
辺は（0）が24．6％，0200（C）が75．4％，の2型集団である。仮に無帯（0）が有帯（C）（D）
（E）などに対して劣性形質と見れば（O）因子rは小泊0．799，下前0．673，深浦0．578，沢辺0．4
96，岩館0．643と約50％またはそれ以上である。
　深浦は0200（C）が最も多く54．0％，っいで無帯（0）か33．5％でその他4型（B）（BC）
（D）（BD）が加わって6っの色帯貝が見られる。交配実験を行っていないので確認はできない
が（0）を劣性と考えて（B）と（C），（B）と（D）とはお互に等位に表現されて（BC）
（BD）が出現するものかと推定する。
　岩館では無帯（0）か41．3％，0000（B）が26．9％，0204（D）が17．4％，02鯉（BD）が14．4％
の4型となる。オナジマイマイBmdybaenαsimilarisの殻色や人類血液型ABO式の如く3対
立遺伝子triple　alleleかと考えてBernstein：（1930）の式を適用し，0000（0）をr，00壁
（B）をq，0204（D）をPと仮定すればP＋q＋r＝＝1であることが期待される。02q4（BD）
は深浦の貝の場合と同一と考える。
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r　＝＝　レ／0　　＝　レ／0．413391　＝　0．643
q＝・1－1／0十D＝1－1／0．413391十〇．173945＝0．234
P＝　1一ゾO十B＝1－1／0．413391十〇．268559＝0．174
p十q十r＝0．643十〇．234十〇．174＝＝1．051
この和と1との差（D＝0．051）の標準誤差は
・D－奄V＝－k／2（、：＆9、Tq）＝”t－、374×／2（、皇論（讐234）一・…48
となるので3対立遺伝子とみるには再考を要す。
　岩館は日本海に直接した半漁地でミチノクマイマイは海に面した草地，畑や人家の庭先にも生
活し，しかも饒産する。オオタキマイマイ類は比較的人工の加わらない場所に多く棲むのに，こ
こだけは対照的に人と密接する。
　もっともこのような異例は他にもある。かって礼文島にFruticicolα（Karafto17elix）miranda
レブンマイマイを再発見した際（1937）に島の南東方（香深）と西方（元地）ではエゾイタドリ
・ネマガリザサなどの葉上や地上でよく採集できたのに，島の北端（船泊）では砂丘の海浜植物
間に生活していた。砂丘地方では蝸牛採集は異例と思っていた。かっこの砂丘断崖では半化石の
層状を呈して幾層も露出した所が数個所もあった（他の貝殻は混じていなかったので人類食糧の
推積でなかろう）。これはこの蝸牛が古い頃から砂丘に饒産したものかと思う。
　深浦の殻色は前述の如く6型あって，最も変化に富む集団である。しかもここの貝の第2色帯
は濃色のものから淡色のものまであり，かっこの帯が連続するもの断続するものなどオオタキマ
イマイ類では稀な多様色帯を示し遺伝的には多因子のものと思う。ここでは1953年の頃国鉄五能
線のトンネル上の松林に多産した。松林は蝸牛には不適の地と考えていたが蒸気機関車の煤煙で
すすけた個体もかなりあった。
　勝木は天然記念物筥堅八幡宮の社叢で日本海岸に突出した海抜10伽ほどの饅頭形山塊で北お
よび西は海に，南方水田，東方は人工林や畑・道路で隔離されており，スギ・ケヤキ・カヤ・イ
ヌグス・ツバキ・アサダなどの大木の多い美しい自然林である。
0000（0）無帯はなく大部分の72．24％が0204（D）型で0204（AD）が25％，塑0（A）が2．4
％ほどでほかに0200（C）と0200（AC）が極めて小数ある。この小数2型が他の3型と如何様
な関係があるか不明なので大胆すぎるが仮に（D）＋（C）－0．724256，（AD）＋（AC）－
0．251838とすれば，3型が人類血液型MN式の関係を思わせるのでWellish（1932）の計算式を
適用してみた（期待値P＋s－1）。
P＝1／D十C＝v／0．724256　＝0．8510
s＝1／A＝ゾ0．023897＝0．1545
P十s＝1．0055
この和と1との差（D－0．0055）の標準誤差は
・D－Y÷／2（、一雷1（、一、γ㍉石財×／2（、皇認お（讐宅545）＝＝…3・と
なる。
またStern（1949）の計算式を使用すると
P－⊇精AD一ヱ22426左。詐248162－－722426諭124°81＝＝＝　・・8465・7
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S　＝　　　　　100
A一トーi｝AD　2．3897十壱24．8162
100
2．3897　十　12．4081　　　　　　　　　＝　0．152478　　　100
　P十s＝＝0．998985　　D＝0．001015
　　故に勝木集団についてみれば0000（A）と0204（D）とは等位遺伝子で，両者が同時に発
　現すると0204（AD）となるものと推定する。
　なお黒川集団は水源酒養保安林で自然林に近い状態を呈しケヤキなど落葉広葉樹が多く，樹下
には常緑のユキッバキ，イヌッゲなどが多い。
　飛島は東西3260　m南北2100　m平均標高50　mほどの低台地の小島で日本海流の影響を受けて常緑
広葉樹もよく繁茂する。ここのトビシママイマイは0234（E）が大部分（86％），他に0204（D）
Pts　IO％，0204（BD）が小数あって，無帯はみられなかった。
　山形県西部海岸地帯全部を1集団とし取扱うことは無理であるが，この地帯では無帯（0）が
228個体（98．27％），0204（D）がわずかに4個体（1．33％）即ちr因子は0．99ユ，したが・，てP
因子は0．009にすぎない。
トビシママイマイとエムラマイマイとの交配実験
　オオタキマイマイ類の相互交配と実験室内での産卵・卵孚化は容易であるが，幼貝を育てるには
手数と年・月を要し非常に苦労を併う。
　1950年秋に飛島産の亜成貝を得たので，勝木産の亜成貝とをそれぞれ交配実験用として隔離飼
育した。そして翌年春ともに成貝となったので交配した。
　その結果勝木の個体は不産卵に終り（1953．VD飛島産のものは1951年6月産卵した。この仔
貝の大部分は死亡したが約2年半後の1953年秋には2個体は成貝となり，1匹は亜成貝となった
が冬眠中に3個とも死亡した。その測定を表4に示す。
　これを表1とを比殻するに殻長径　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表4　トビシママイマイ（色帯0234）×エムラマイマイ
は勝木・温海に・殻高は飛島の野生　　　　（色帯0204）のF、，
型にそれぞれ近いので低平の成貝で
ある。飼育貝がその野外型より低平
となるのは飼育器（11cm×11cので育
てた場合には他の大型蝸牛でも一般
に現われることで，環境変異が大き
く影響しているらしいが貝の行動面
積の広さ湿度の多少その他の条件に
っいては未検討である。したがって，
現型と思う。
1（成　貝）
殼剛殻馴戦訥解
2（成　貝）
3（亜成貝）
28．5
28．3
23．4
16．6
16．4
14．6
1．72
1．73
1．60
0234
0234
0234
この雑交の結果についても遺伝的要素と環境変化に伴う表
　色帯については実験個体数が些少なので凝問点が多いが，勝木産のには0234（E）の貝がなか
ったので，交配実験個体には（E）因子は潜在しないと思う。また飛島では（E）色帯の蝸牛が
絶対・優位85．83％なので，この因子にっいてホモの個体も多いと推定する。それで0204（D）と0
234（E）との遺伝関係を考察するに後者（E）が前者（D）に対して遺伝的優i性がまたは優i性
一ヒ位dominant　epistasisにあるものかと臆測する。
　オオタキマイマイ類の殻色は11型あるが無帯0000（0）r因子が他の10型に対して劣性遺伝を
すると推考され，その因子は小泊で0．799，下前0．673，深浦0．578，沢辺0．496，岩館0．643となり，
また山形県西部海岸地帯全部を1集団とするのは無理を併うと思うが，無帯が228個体で98．27％
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即ちr因子は0．991で0204（D）がわずかに4個体（1．33％）であった。
この類全体でr因子は0．643と過半数以上である。
　以上オオタキマイマイ類の殻色について大体の推測を試みたが，これらの交配実験ならびに集
団遺伝学的解明を期して全資料を掲げておく。
　　オオタキマイマイ殻の崎型
　この類の野外観察ならびに交配その他の為の室内飼育を長年にわたって実施したが晴型は非常
に稀にしか発見できなかった。
　a）梯子型晴型　この類を野外で約3，000個体調査したが，その中で梯子型scalari　form
（図版］1，30）はただ1匹だけ採集した。それは1953年6月岩館海岸である。
　殻長径20．4mm，殻高21．2mm，殻長径と殻高との比0．96，螺層6去で，ここのそれぞれの平均値
24．7，18．0，1．37に比して長径は小さく，殻高は高い。殻色は0204（BD）である。
　かつてオナジマイマイBrαdybaenαsimilarisでζの型を飼育中に発見し，正常個体との交
配実験を行ったがその子孫は全部正常型だった（江村．1940）。
　b）右巻晴形，左巻種の野外観察では右巻崎型は発見できなかったが勝木産のエムラマイマ
イを飼育中，その幼貝1478個の中から1953年5月ただ1個体の右巻幼貝が出た。注意深く飼育
したら順調に発育して2年後には殻長径32．5，殻高17．7，殻長径と殻高との比1。84，螺層5去殻
色0204（D）の成貝となった。この右巻崎型も野生の正常貝に比して低平である。
　オナジマイマイの野生型は右巻だが稀に左巻田奇型が出現し，その遺伝関係についてはすでに公
表した（江村．1940）。
　本種もオナジマイマイと同様に野生型の左巻貝と崎型右巻貝との成貝とを同居させると発情行
動をとるが，交配（右巻×左巻）は不可能だった。
　このエムラマイマイの右巻個体は無交配のまま翌年には産卵したが卵孚化はしなかった。そして
1957年11月に死亡す。寿命は約4年半だった。
　なお無交配独居蝸牛の産卵などについては池田・江村の蝸牛の自家受精と精子の寿命（1934）
を参照されたい。
摘 要
1・日本産カタッムリ属Euhadrαの左巻型4種にっき，その分布，殻型，生殖器官特に交配
　に直接関係する部位の差異点を明かにした。
2．オオタキマイマイ類Euhαdra　gratαの原種・亜種の殻形と分布とを示しその変異を調
査研究した。
3．オオタキマイマイ類の殻色11型につき，それぞれの分布状況を詳記した。
4．特に多産地小泊・下前・深浦・沢辺・岩館・飛島・勝木の7集団では各殻色の遺伝因子型
の計算を行ない岩館のものの殻色4型はオナジマイマイBradybaena　similarisの殻色遺
伝と同様に3対立因子triple－alleleによるものらしく，勝木集団では5型のうち多く見
　られた3型が人類血液型MN式と同型式の遺伝ではないかと推論した。
5．殻色11型のうち0000（無帯）は他の殻色に対して劣性形質かと論じ，その因子r　＝・O．643
　と過半数以上存在するものと思う。
6．トビシママイマイとエムラマイマイとの交配実験を行ったが，個体数がすくなく結果は今
後の研究にまつ。
7・オオタキマイマイ類の右巻の崎型とscalari　一　form梯子型崎型とを各1個体づっ発見し，
それぞれを観察記述した。
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図版　1
1－3
4－6
7
8
9－10
11－12
13－14
15－18
ヒタリマキマイマイEuhαdrαquaesita
1……1234，2……0204（湯温海産）3…
ムツヒダリマキマイマイE．decoratα
6……岩崎村産で火焔彩に富む。
…日光産で火焔彩を有す
　4……1234（早池峰産）
ヒラヒダリマキE・scaevolαinterioris（比叡山産）
ミカワマイマイE．S・mikawa（嵩山産）
オオタキマイマイE・grαta（温海産）・…・・0000
ミチノクマイマイE．gγα’αg7α’o躍θs　OOOO，0204（竜飛産）
同．　0204，0000（小泊産）
同．　0000，0000，0200，0204（深浦産）
5・一・0204（下前産）
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図版　皿　　（図の倍率は図版1．ILともに0．8倍）
19－20
21－29
30
31－34
35－37
38
39
40－42
オオタキマイマイE・grata　OOOO，0204（幼）（温海産）
ミチノクマイマイE．grata　gratoides　OOOO，　0000（横）0000，0000，　0000（横），
0204，0204（横），0204（横），0204，（岩館産）
ミチノクマイマイの梯子型崎型（岩館産）
エムラマイマイE．g．emblrai　O204，0000，0204，0200，（勝木産）
　　A　　　　　A　　　　　　A同，1234，ユ234，1230（黒川産）
エムラマイマイの右巻崎型　0204，（飼育室）
同，0234（高松岳産）
トピシママイマイE．g．　tobisimae　O234，0234，0204．（飛島産）
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